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姉
崎
正
治
の
宗
教
思
想
の
特
徴

ー
彼
の
人
本
主
義
と
民
本
主
義
に
焦
点
を
当
て
て

l
古
賀
元
章

は
じ
め
に

一
九

O
O年
、
宗
教
学
者
の
姉
崎
正
治
（
一
八
七
三
！
一
九
四
九
）
は
、
『
宗

教
学
概
論
』
を
刊
行
し
、
宗
教
学
が
三
つ
の
要
素
（
人
心
、
そ
れ
を
取
り
巻
く

社
会
、
両
者
を
統
括
す
る
何
か
偉
大
な
勢
力
）
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
主

張
す
る
。
（
注
二
三
つ
の
要
素
は
、
当
時
の
彼
が
抱
く
宗
教
思
想
の
構
成
要
素

で
も
あ
る
。
帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学
科
の
同
級
生
で
高
名
な
文
芸
評
論
家
の

高
山
樗
牛
ご
八
七
一
ー
ー
一
九

O
二
）
の
影
響
を
受
け
て
、
一
九

O
五
年
の
彼

は
人
心
の
模
範
で
あ
る
日
蓮
（
一
二
二
二

l
八
二
）
の
信
仰
を
表
明
す
る
（
注

二
）
。
こ
の
表
明
以
後
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四

l
一
八
）
の
前
、
彼
の

宗
教
思
想
の
特
徴
は
、
人
心
、
現
実
社
会
、
天
皇
制
国
家
（
注
一
二
）
の
三
位
一

体
と
な
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
の
末
期
、
個
人
の
人
格
と
社
会
関
係
を
重
視
す
る
人
本
主

義
と
、
個
人
の
社
会
生
活
の
道
徳
的
原
理
に
注
視
す
る
民
本
主
義
の
新
た
な
提

唱
を
背
景
に
、
姉
崎
は
戦
後
の
望
ま
し
い
日
本
の
あ
り
方
と
し
て
、
国
内
統
治

と
国
際
協
調
の
推
進
を
見
据
え
る
。
右
述
し
た
三
位
一
体
の
推
進
役
と
し
て
宗

教
の
力
を
考
え
る
彼
の
宗
教
思
想
の
特
徴
は
、
人
本
主
義
と
民
本
主
義
を
反
映

さ
せ
た
も
の
と
な
る
。
大
戦
後
、
姉
崎
は
聖
徳
太
子
（
玉
七
四

l
六
二
二
）
に

こ
れ
ら
二
つ
の
主
義
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
民
本
主
義
者
と
し
て

の
太
子
の
功
績
を
高
く
評
価
す
る
。

晩
年
ま
で
、
姉
崎
は
日
蓮
信
仰
と
聖
徳
太
子
信
仰
を
共
有
し
て
、
人
本
主
義

と
民
本
主
義
を
取
り
入
れ
た
宗
教
思
想
を
堅
持
す
る
。
そ
れ
が
、
第
一
次
世
界

大
戦
の
末
期
以
後
に
お
け
る
彼
の
宗
教
思
想
の
特
徴
と
な
る
。

本
稿
で
は
、
姉
崎
の
人
本
主
義
と
民
本
主
義
の
提
唱
と
そ
の
背
景
に
着
目
し

て
、
彼
の
宗
教
思
想
の
特
徴
が
ど
の
よ
う
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
検

討
し
た
い
。

一
第
一
次
世
界
大
戦
以
前
の
姉
崎
の
宗
教
思
想

i
人
心
重
視

本
稿
の
閏
目
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
『
宗
教
学
概
論
』
に
見
ら
れ
る
姉
崎
の
宗
教

学
の
骨
子
は
、
起
点
と
し
て
の
人
心
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
、
両
者
を
統
括

す
る
勢
力
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
骨
子
は
同
時
に
、
彼
の
宗
教
思
想
の

骨
子
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

姉
崎
は
海
外
留
学
（
一
九

O
O
l
O二
一
）
の
機
会
を
与
え
ら
れ
る
。
海
外
留

学
中
の
一
九

O
二
年
一
月
二

O
日
、
彼
は
留
学
先
の
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
で
起

草
し
た
博
士
論
文
「
現
身
仏
と
法
身
仏
」
に
よ
っ
て
文
学
博
士
の
学
位
を
取
得

す
る
。
博
士
論
文
は
一
九

O
四
年
に
同
じ
題
名
の
『
現
身
仏
と
法
身
仏
』
と
し

て
刊
行
さ
れ
る
。
こ
の
刊
行
物
で
提
言
さ
れ
て
い
る
の
は
、
生
前
中
の
仏
陀
が

現
身
仏
と
し
て
仏
教
徒
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
、
入
滅
後
に
常
住
永
遠
の

法
身
仏
と
し
て
仏
教
徒
に
ど
の
よ
う
に
崇
拝
さ
れ
て
い
る
の
か
を
、
歴
史
的
視

点
の
も
と
で
研
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。
『
現
身
仏
と
法
身
仏
』
は
、
右
述
し
た

宗
教
学
の
概
念
を
仏
教
に
適
用
し
て
論
考
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
心
は
仏

教
徒
の
宗
教
意
識
で
あ
り
、
仏
教
徒
を
取
り
巻
く
社
会
は
、
彼
ら
の
仏
陀
信
仰
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に
基
づ
く
世
界
で
あ
り
、
人
心
と
社
会
を
統
括
す
る
何
か
偉
大
な
勢
力
は
仏
陀

で
あ
る
。
し
か
し
姉
崎
は
、
留
学
先
に
含
ま
れ
る
憧
僚
国
の
ド
イ
ツ
（
注
四
）

で
人
心
の
乱
れ
た
現
実
（
皇
帝
ヴ
イ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
［
巧
口
『
巴
自
口
］
の
黄
禍

論
、
排
他
的
な
愛
国
心
と
工
業
の
発
展
に
伴
う
人
心
の
腐
敗
）
に
絶
望
す
る
。

同
国
の
人
心
の
退
廃
的
な
現
状
が
、
留
学
前
に
ド
イ
ツ
の
文
明
と
精
神
を
直
接

に
触
れ
て
自
分
の
宗
教
研
究
に
活
か
そ
う
と
い
う
彼
の
心
を
打
ち
砕
い
て
し
ま

っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
折
、
国
内
で
病
床
に
伏
せ
て
い
た
畏
友
の
高
山
樗
牛
が

日
蓮
に
全
面
的
な
信
頼
を
置
い
た
真
撃
な
生
き
方
に
、
理
想
の
人
心
の
あ
り
方

を
見
出
す
。
（
注
五
）

海
外
留
学
か
ら
帰
国
後
、
姉
崎
は
「
「
我
れ
」
の
中
に
大
宇
宙
の
神
秘
を
発
見

せ
し
む
る
宗
教
」
（
注
六
）
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
「
我
れ
」
と
「
大
宇
宙
」
の

関
係
に
つ
い
て
の
考
察
が
、
「
国
家
の
運
命
と
理
想
（
愛
国
者
と
予
言
者
）
」
（
一

九
O
四
）
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
我
れ
」
と
し
て
の
個
人
の
小

宇
宙
が
「
大
宇
宙
」
の
中
心
の
国
家
と
相
互
に
円
滑
な
交
流
が
必
要
に
な
る
、

と
い
う
主
張
で
あ
る
。
（
注
七
）
彼
は
一
九

O
四
年
の
評
論
の
中
で
、
「
自
分
の

生
命
の
中
に
国
家
の
生
命
を
有
す
る
信
仰
と
勇
気
と
の
あ
る
人
」
、
「
国
家
を
以

て
自
分
の
生
命
と
す
る
真
正
の
愛
国
者
」
、
「
そ
の
国
家
の
運
命
を
指
導
す
る
予

す一口者、

一
国
の
理
想
を
発
揮
す
る
聖
人
」
（
注
入
）
に
言
及
す
る
。
日
蓮
が
姉
崎

に
よ
っ
て
、
真
正
の
愛
国
者
・
指
導
的
な
予
言
者
・
聖
人
と
し
て
の
人
格
者
と

し
て
見
な
さ
れ
る
。
（
注
九
）
『
宗
教
学
概
論
』
で
は
、
宗
教
学
の
骨
子
が
人
心
、

そ
れ
を
取
り
巻
く
社
会
、
両
者
を
統
括
す
る
何
か
偉
大
な
勢
力
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
た
。
海
外
留
学
地
の
ド
イ
ツ
で
の
人
心
の
乱
れ
に
絶
望
し
て
、
姉
崎

は
こ
の
骨
子
の
更
な
る
研
究
促
進
に
挫
折
す
る
。
高
山
の
信
仰
心
の
影
響
の
も

と
、
姉
崎
の
宗
教
思
想
の
原
動
力
で
あ
る
宗
教
意
識
は
人
心
で
あ
り
、
そ
の
模

範
者
が
日
蓮
と
な
る
。
日
蓮
に
倣
っ
て
姉
崎
の
場
合
、
人
心
を
取
り
巻
く
社
会

は
日
本
社
会
で
あ
り
、
人
心
と
社
会
を
統
括
す
る
勢
力
は
天
皇
制
国
家
（
注
一

O
）
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
彼
の
宗
教
思
想
の
特
徴
は
、
人
心
、
社
会
、

天
皇
制
国
家
の
三
位
一
体
で
成
り
立
ち
、
日
蓮
信
仰
に
依
拠
し
た
国
体
論
の
推

進
を
目
指
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
に
対
す
る
姉
崎
の
見
解
l
道
徳
の
腐
敗
と
宗
教
の
力

一
九
一
四
年
、
サ
ラ
エ
ヴ
オ
事
件
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
H

ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の

皇
位
後
継
者
が
当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
サ
ラ
エ
ヴ
オ
で
銃
殺
）
を
き
っ
か
け

に
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
始
ま
る
。
姉
崎
は
こ
の
大
戦
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

見
解
を
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
検
討
す
る
た
め
、
大
、
戦
中
の
彼
の

論
説
を
見
て
み
よ
う
。
（
注
一
一
）
一
九
一
四
年
当
初
、
姉
崎
は
「
国
際
の
誤
解

と
同
情
」
の
中
で
、
政
治
・
経
済
・
商
工
業
・
陸
海
軍
が
国
際
関
係
を
決
め
る

要
因
で
あ
る
こ
と
を
認
め
が
、
道
徳
も
無
視
で
き
な
い
と
主
張
し
て
、
人
々
の

心
情
の
大
切
さ
を
強
調
す
る
。
（
注
二
一
）
一
九
一
六
年
、
彼
は
「
戦
後
の
精
神

的
覚
醒
」
の
中
で
、
一
九
世
紀
の
科
学
時
代
・
工
業
組
織
・
平
民
的
文
明
の
到

来
を
引
き
合
い
に
出
し
て
、
「
人
類
共
同
精
神
の
発
揮
、
国
際
精
神
の
発
達
、
市

し
て
其
が
商
業
と
学
術
と
信
仰
と
の
力
で
、
人
類
を
結
合
す
る
方
に
向
ふ
に
違

い
な
い
」
（
注
一
三
）
と
判
断
す
る
。
同
年
、
彼
は
「
社
会
的
大
洪
水
」
の
中
で
、

今
度
の
戦
争
で
成
金
が
国
内
に
蔓
延
し
て
、
知
識
階
級
の
中
流
社
会
が
衰
退
し

て
い
る
こ
と
を
危
倶
し
て
い
る
。
そ
の
現
状
は
国
の
表
退
に
つ
な
が
る
か
ら
で

あ
る
。
（
注
一
四
）
。
同
年
の
「
世
界
の
進
軍
と
国
際
的
理
想
」
で
は
、
英
仏
や
ア
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や
ア
メ
リ
カ
や
南
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
精
神
的
・
道
徳
的
な
紳
が
見
ら
れ
る
の
は
、

理
想
や
道
徳
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
語
ら
れ
て
い
る
。
（
注
一
五
）

一
九
一
七
年
に
お
け
る
姉
崎
の
四
つ
の
評
論
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
「
十
二
時

の
打
つ
時
」
で
は
、
連
合
国
側
に
国
際
的
な
協
調
精
神
の
気
運
が
見
ら
れ
る
の

で
、
「
世
界
的
大
舞
台
の
夜
明
け
は
近
づ
き
つ
〉
あ
る
。
鶏
は
鳴
き
、
東
天
紅
な

ら
ん
と
す
る
。
此
の
時
に
、
尚
ほ
前
夜
の
夢
を
繰
返
す
者
は
、
世
界
の
落
伍
者

た
ら
ざ
ら
ん
と
欲
す
る
も
、
た
ら
ざ
る
を
得
ょ
う
か
」
（
注
二
ハ
）
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
「
世
界
の
新
局
面
に
対
す
る
覚
醒
」
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
新

し
い
局
面
を
予
想
し
て
、
「
人
生
の
根
本
意
義
は
知
何
、
国
家
生
存
の
最
終
理
想

は
如
何
、
人
類
全
体
の
運
命
、
若
し
く
は
方
針
は
如
何
な
る
べ
き
か
、
是
等
の

問
題
に
続
々
逢
着
す
る
よ
う
に
な
っ
て
来
る
、
さ
う
し
て
是
等
の
問
題
に
対
す

る
解
釈
は
、
各
人
各
国
多
少
の
特
色
は
あ
る
に
し
て
も
、
其
れ
が
深
い
意
味
に

於
け
る
精
神
的
覚
醒
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
だ
け
は
明
か
な
る
事
実
で
あ
る
」
（
注

一
七
）
と
語
ら
れ
て
い
る
。
「
対
戦
第
四
の
年
」
は
、
ド
イ
ツ
と
日
本
に
つ
い
て

論
評
す
る
。
ド
イ
ツ
は
、
周
到
な
準
備
（
軍
備
、
外
交
、
探
偵
、
工
業
や
経
済

の
配
置
教
育
、
文
書
伝
道
の
事
業
）
に
よ
っ
て
当
初
は
順
調
に
事
を
進
め
た
。

し
か
し
、
現
在
は
手
詰
ま
り
の
状
態
で
あ
る
。
相
手
国
の
忍
耐
力
や
反
発
心
は

軽
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
戦
争
遂
行
が
日
本
人
に
与
え
る
教
訓
は
、

過
去
の
戦
争
の
成
功
を
誇
り
、
日
本
ほ
ど
強
い
国
は
な
い
と
い
う
軍
事
上
の
慢

心
と
排
他
的
な
傾
向
で
あ
る
。
（
注
一
八
）
こ
の
評
論
は
、
日
本
人
の
道
徳
上
の

腐
敗
を
指
摘
し
て
い
る
。
「
中
流
社
会
の
衰
類
」
は
、
徳
義
や
人
心
が
中
庸
の
生

活
を
送
る
中
流
社
会
の
根
本
的
な
問
題
で
あ
る
と
論
じ
る
。
徳
義
や
人
心
は
、

そ
れ
ら
が
希
薄
に
な
っ
た
日
本
人
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。
（
注
一
九
）

姉
崎
の
人
本
主
義
と
民
本
主
義
の
提
唱

i
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
対
処

人
間
の
道
徳
の
腐
敗
こ
そ
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
発
表
さ
れ
た
一
連
の

姉
崎
の
評
論
の
根
底
に
あ
る
主
張
で
あ
る
。
道
徳
は
、
人
間
の
精
神
的
な
連
帯

の
土
台
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
道
徳
を
修
得
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
の
が
人
心

で
あ
る
。
人
心
は
姉
崎
の
宗
教
思
想
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
人
間
の

精
神
的
な
覚
醒
に
必
要
な
の
が
宗
教
の
力
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
姉
崎
の
「
社

会
的
結
合
と
宗
教
の
感
化
」
（
一
九
一
七
）
の
終
わ
り
近
く
で
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。

・
・
重
要
な
の
は
即
ち
宗
教
の
精
神
的
結
合
力
に
あ
る
。
此
の
結

合
力
は
、
一
方
に
個
人
に
無
尽
の
価
値
を
認
め
て
之
を
発
揮
せ
し
め
る
と

共
に
、
又
宇
宙
は
、
情
誼
、
即
ち
患
徳
と
、
義
務
、
即
ち
権
威
と
の
統
合

あ
り
、
人
類
は
一
団
と
し
て
此
の
二
つ
の
関
係
を
完
成
し
て
統
一
あ
る
精

神
理
想
の
団
体
を
組
織
す
る
に
あ
る
。
此
の
任
に
当
り
得
る
宗
教
は
即
ち

将
来
の
宗
教
で
あ
る
。
教
理
と
実
行
と
を
一
つ
に
な
っ
て
、
此
の
理
想
を

人
々
に
吹
き
込
み
得
る
宗
教
が
、
将
来
の
世
界
を
支
配
す
る
宗
教
で
あ
る
n

（
注
二

O
）
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「
個
人
に
無
尽
の
価
値
を
認
め
て
之
を
発
揮
せ
し
め
る
」
と
は
、
個
人
の
自
由
間

遠
で
あ
り
、
同
時
に
人
心
の
自
由
閥
達
で
も
あ
る
。
人
心
の
自
由
閲
達
は
現
実

の
日
本
社
会
や
現
行
の
天
皇
制
国
家
と
の
深
い
関
係
へ
と
つ
な
が
る
し
、
ま
た
、

国
際
社
会
と
の
深
い
関
係
へ
と
つ
な
が
る
。
そ
こ
で
「
宗
教
の
精
神
的
結
合
力
」

は
、
国
内
統
合
と
国
際
協
調
を
実
現
す
る
の
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
宗
教
の

カ
を
指
す
で
あ
ろ
う
。



「
社
会
的
結
合
と
宗
教
の
感
化
」
で
は
、
姉
崎
が
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
新

し
い
国
内
外
の
望
ま
し
い
将
来
像
を
考
え
て
い
る
。
鎌
倉
時
代
の
宗
教
者
の
姿

勢
を
模
範
と
し
て
、
国
内
外
の
現
状
と
未
来
を
見
据
え
て
い
る
。
「
宗
教
の
精
神

的
結
合
力
」
は
、
予
言
者
と
し
て
の
日
蓮
に
倣
っ
た
姉
崎
（
注
二
一
）
が
大
戦

後
の
宗
教
の
重
要
な
役
割
を
強
く
認
識
し
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。

第
一
次
世
界
大
戦
の
末
期
、
新
し
い
時
代
に
対
処
す
る
た
め
、
姉
崎
は
人
本

主
義
を
提
唱
す
る
。
同
主
義
は
、
『
世
界
文
明
の
新
世
紀
』
（
一
九
一
九
）
所
収

の
「
人
本
主
義
の
実
行
」
（
一
九
一
八
）
の
中
で
、
「
個
人
の
人
格
を
尊
重
す
る

と
共
に
、
社
会
結
合

mo
－ER
F
q
の
意
義
を
発
揚
す
る
要
求
で
あ
り
、
人
性
の

本
然
に
潜
在
す
る
力
量
を
発
揮
し
、
人
格
の
力
と
社
会
生
活
と
に
依
っ
て
、
本
能

を
醇
化
す
る
所
以
の
主
義
で
あ
」
（
注
二
二
）
り
、
「
人
間
生
活
の
本
能
を
個
人

人
格
と
社
会
結
合
の
二
面
に
於
て
完
成
す
る
と
い
ふ
義
」
（
注
二
三
）
で
あ
る
、

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
新
時
代
の
宗
教
』
（
一
九
一
八
）
所
収
の
「
世
界
の
新

局
面
に
対
す
る
宗
教
の
天
職
」
（
同
）
の
中
で
、
彼
は
「
社
会
的
制
度
も
、
国
家
、

家
族
の
結
合
も
、
人
間
本
然
の
性
か
ら
出
発
し
て
人
類
の
結
合
に
進
む
人
道
、

即
ち
人
本
主
義
の
現
は
れ
で
あ
る
と
共
に
、
宗
教
は
個
人
と
人
道
と
を
一
貫
す

る
人
本
主
義
の
理
想
を
表
現
し
、
従
っ
て
、
社
会
、
国
家
、
家
族
は
、
皆
其
の

根
底
を
人
本
主
義
宗
教
の
生
命
に
置
き
、
帰
趣
を
人
本
主
義
宗
教
の
理
想
に
求

め
る
」
（
注
二
四
）
と
書
い
て
い
る
。
人
本
主
義
宗
教
が
、
人
本
主
義
を
発
揮

す
る
宗
教
の
力
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
姉
崎
は
人
本
主
義
を
人
間
の
生

活
に
も
向
け
、

そ
の
生
活
の
「
根
本
解
決
は
、
人
本
主
義
の
実
行
、
即
ち
人
間

が
自
ら
の
本
性
を
自
覚
し
、
本
能
の
醇
化
を
以
て
家
族
と
国
家
と
人
道
と
を

一
貫
す
る
に
あ
る
」
（
注
二
五
）
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
、
日
蓮
の
存
在

を
意
識
し
な
が
ら
、
自
ら
の
宗
教
思
想
の
骨
子
（
人
心
、
現
実
社
会
、
天
皇
制

国
家
）
を
推
進
す
る
た
め
に
人
本
主
義
の
実
行
に
行
き
着
い
て
い
る
。
「
人
本
主

義
の
実
行
」

の
終
わ
り
近
く
で
、
「
内
治
外
交
共
に
人
本
主
義
の
理
想
を
以
て

一
貫
せ
よ
。
是
れ
新
た
る
世
界
に
処
す
る
日
本
の
道
で
あ
る
」
（
注
二
六
）
と
表
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現
さ
れ
て
い
る
。
と
の
表
現
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
あ
る
べ
き
国
内
外
の

姿
を
探
究
す
る
姉
崎
の
宗
教
思
想
が
国
民
統
合
と
国
際
協
調
を
視
野
に
入
れ
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
締
結
の
直
後
、
姉
崎
は
「
人
才
の
発
揚
と
民
本
主
義
」
（
一

九
一
九
）
の
中
で
、
民
本
主
義
の
必
要
性
も
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
民
本

主
義
と
は
、
吾
吾
人
間
が
人
間
と
し
て
生
活
す
る
に
は
、
個
性
の
基
礎
と
共
に

社
会
結
合
を
要
す
る
と
い
ふ
根
本
原
理
で
あ
っ
て
、
・
・
・
・
・
・
社
会
生
活
か
ら

云
は
£
、
自
覚
あ
り
、
自
治
自
制
の
力
あ
る
個
人
が
自
由
の
発
達
を
遂
げ
、
其



で
相
互
扶
助
の
社
会
結
合
を
遂
げ
る
事
に
な
る
。
民
本
主
義
は
、
・
・
・
・
・
・
社
会

生
活
の
道
徳
的
原
理
で
あ
る
」
（
注
二
七
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
自
ら
の
民
本

主
義
と
人
本
主
義
に
つ
い
て
、
彼
は
「
十
九
世
紀
文
明
の
総
勘
定
」
（
一
九
一
八
）

の
中
で
、
「
人
性
の
個
性
と
社
会
性
と
を
充
実
す
る
と
い
ふ
意
味
で
、
民
本
主
義

の
意
義
を
、
人
間
生
活
の
道
徳
的
原
理
だ
と
す
れ
ば
、
其
の
究
寛
は
人
性
本
位
と

い
ふ
意
味
で
人
本
主
義
と
い
ふ
べ
き
も
の
に
な
る
」
（
注
二
八
）
と
解
説
し
て
い

る
。
彼
に
と
っ
て
、
民
本
主
義
の
究
極
が
人
本
主
義
と
な
っ
て
い
る
。
（
注
二
九
）

彼
の
宗
教
思
想
は
、
国
民
統
合
と
国
際
協
調
の
実
現
を
目
標
と
し
て
い
た
。
こ

の
目
標
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、
人
本
主
義
と
共
に
民
本
主
義
な
の
で
あ
る
。

姉
崎
の
人
本
主
義
と
民
本
主
義
の
堅
持

l
聖
徳
太
子
と
日
蓮
へ
の
信
仰

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
国
内
外
の
秩
序
の
確
立
を
目
指
し
て
人
本
主
義
と
民

本
主
義
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
た
頃
、
姉
崎
は
聖
徳
太
子
の
政
治
と
人
物
像

に
注
目
す
る
。
太
子
の
政
治
に
つ
い
て
は
、
「
其
の
憲
法
に
、
国
政
の
大
本
を
説

い
て
、
其
の
理
想
を
、
四
生
［
生
き
物
の
生
れ
方
を
胎
生
・
卵
生
・
湿
生
・
化

生
に
分
類
す
る
仏
教
用
語
］
の
終
帰
（
即
ち
本
能
の
醇
化
）
又
万
国
の
極
宗
（
即

ち
精
神
的
結
合
）
た
る
三
宝
［
仏
・
法
・
僧
］
に
置
か
れ
た
の
は
、
仏
教
の
理

想
か
ら
来
た
人
本
主
義
で
あ
っ
た
」
（
注
三

O
）
と
見
な
し
て
い
る
。
太
子
の
人

物
像
に
つ
い
て
は
、
「
氏
族
割
拠
を
打
破
し
、
王
政
統
一
の
下
に
弘
く
人
民
の
意

義
を
発
揚
し
た
」
（
注
三
一
）
と
評
し
、
民
本
気
風
の
盛
ん
な
時
代
の
好
例
と
し

四

て
取
り
上
げ
て
い
る
。

そ
の
後
、
一
九
一
九
年
に
姉
崎
は
「
聖
徳
太
子
の
理
想
と
政
策
」
の
中
で
、

政
治
の
土
台
を
人
民
に
置
く
民
本
主
義
の
理
想
者
と
し
て
の
聖
徳
太
子
の
政
治

を
高
く
評
価
し
、
太
子
の
五
つ
の
事
跡
に
言
及
す
る
。
そ
れ
は
、
①
四
天
王
寺

の
経
営
、
②
遣
惰
使
井
に
留
学
生
の
派
遣
、
③
憲
法
と
一
体
三
宝
、
④
一
乗
の

理
想
と
摂
受
正
法
の
実
行
、
⑤
治
国
の
根
本
と
し
て
の
聖
者
の
人
格
、
で
あ
る
。

（
注
三
二
）
同
年
、
姉
崎
は
「
聖
徳
太
子
の
天
王
寺
経
営
」
と
「
聖
徳
太
子
と

支
那
政
策
」
を
発
表
す
る
。
こ
れ
ら
の
評
論
は
そ
れ
ぞ
れ
、
①
と
②
に
言
及
し

て
、
太
子
の
仏
教
思
想
を
論
評
す
る
。
（
注
三
三
、
三
四
）
翌
年
、
姉
崎
の
『
上

宮
太
子
聖
徳
王
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
こ
の
著
書
の
章
の
タ
イ
ト
ル
を
見
る
と
、

第
三
章
は
「
太
子
が
経
営
の
規
模
」
、
第
四
章
は
「
『
東
天
皇
敬
で
西
天
皇
帝
に

白
す
』
」
、
第
五
章
は
「
憲
法
と
一
体
三
宝
の
理
想
」
、
第
六
章
は
「
太
子
の
思
想

信
仰
」
で
あ
る
。
第
三
章
は
①
、
第
四
章
は
②
、
第
五
章
は
③
、
第
六
章
は
④

を
視
野
に
入
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
二
四
年
に
公
表
さ
れ
た
姉
崎
の

『
人
生
の
三
方
面
』
は
、
太
子
の
信
仰
の
特
徴
が
三
宝
の
敬
慕
、
陪
固
と
の
対

等
外
交
を
支
え
る
菩
薩
行
で
あ
る
こ
と
を
紹
介
す
る
。
（
注
三
五
）
こ
の
紹
介
は
、

②
と
③
を
踏
ま
え
て
い
る
。

な
ぜ
、
日
蓮
を
信
仰
す
る
姉
崎
が
聖
徳
太
子
も
信
仰
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
検
討
し
て
み
た
い
。
姉
崎
は
、
上
人
を
人
心
の
模
範
と
見
な
し
、

自
ら
の
民
本
主
義
と
相
互
関
係
に
あ
る
人
本
主
義
の
基
軸
に
人
心
を
置
い
て
、

人
民
や
国
家
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
究
し
て
い
た
。
後
に
彼
は
、
こ
う
し
た
人
格

者
の
代
表
と
し
て
、
上
人
と
共
に
太
子
を
考
え
る
よ
う
に
な
る
。
（
注
三
六
）
そ

の
太
子
は
、
姉
崎
が
求
め
る
圏
内
統
合
と
国
際
協
調
を
実
践
し
た
模
範
者
だ
か

ら
で
あ
る
。
姉
崎
は
こ
の
よ
う
な
実
践
者
の
模
範
と
し
て
太
子
の
仏
教
思
想
へ
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傾
倒
し
た
と
言
え
る
。
日
蓮
信
仰
の
姉
崎
が
聖
徳
太
子
へ
の
信
仰
も
可
能
で
あ

っ
た
の
は
、
上
人
と
太
子
が
自
ら
と
同
じ
く
『
法
華
経
』
を
心
の
拠
り
所
と
し

て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

一
九
三

0
年
代
の
日
本
は
、
一
九
二
ご
年
の
満
州
事
変
を
は
じ
め
と
し
て
、

一
九
三
二
年
の
満
州
国
の
建
国
宣
言
、
一
九
三
三
年
の
国
際
連
盟
の
脱
退
、
一

九
三
四
年
の
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
廃
棄
決
定
を
行
う
。
国
内
で
は
、
一
九
三
二

年
の
血
盟
団
事
件
と
五
・
一
玉
事
件
、
一
九
三
六
年
の
二
・
二
六
事
件
が
発
生

す
る
。
こ
う
し
た
不
穏
な
状
況
に
直
面
し
て
、
彼
が
宗
教
を
心
の
拠
り
所
と
す

る
。
一
九
三
五
年
一
月
、
彼
は
宮
中
御
講
書
始
め
の
儀
で
聖
徳
太
子
の
十
七
条

憲
法
を
進
講
し
、
昭
和
天
皇
（
一
九

O
l八
九
）
に
立
憲
君
主
と
し
て
の
あ
り

方
を
説
明
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
今
こ
そ
天
皇
制
国
家
の
も
と
で
国
民
が
統

合
す
る
必
要
性
を
主
張
す
る
彼
の
姿
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。

第
二
次
世
界
大
戦
（
一
九
三
九

l
四
五
）
の
終
結
後
の
一
九
四
七
年
、
姉
崎

は
「
我
国
の
天
職
」
の
中
で
、
東
洋
文
化
と
西
洋
文
化
の
相
違
を
指
摘
す
る
。

東
洋
文
化
の
基
本
は
主
観
に
よ
っ
て
自
分
の
心
と
天
地
が
一
体
に
な
る
こ
と
で

あ
り
、
西
洋
文
化
の
基
本
は
外
に
向
か
っ
て
発
動
し
、
外
物
と
相
対
し
て
天
地

を
自
分
に
利
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
が
「
静
観
内
省
」
「
一
知
一
体
観
」
「
内

潜
一
如
観
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
後
者
が
「
実
験
観
察
」
「
両
分
観
二
元
観
」
と

書
か
れ
て
い
る
。
彼
は
、
今
後
の
日
本
が
東
洋
文
化
の
根
幹
に
西
洋
文
化
の
花

を
咲
か
せ
実
を
結
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
日
蓮
は
、
東

洋
に
見
ら
れ
る
内
潜
反
省
（
如
是
観
、
一
念
三
千
、
本
仏
の
釈
尊
と
の
一
体
、

『
法
華
経
』
の
聖
者
た
ち
と
の
連
な
り
、
宇
宙
の
生
命
と
の
一
体
）
と
、
西
洋

に
見
ら
れ
る
外
発
活
動
（
当
時
の
教
権
執
着
へ
の
奮
闘
、
迫
害
の
挑
発
、
危
難

の
克
服
）
を
統
合
し
た
模
範
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
（
注
三
七
）
こ
の
紹
介
は
、

上
人
の
人
格
が
惰
と
の
協
調
、
国
内
の
統
一
に
尽
力
し
た
太
子
の
人
格
と
共
通

す
る
こ
と
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

同
じ
一
九
四
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
姉
崎
の
『
維
摩
経
体
験
者
聖
徳
太
子
』
は
、

太
子
を
人
格
と
信
念
が
立
派
な
維
摩
居
士
の
体
験
者
と
し
て
取
り
上
げ
て
、
太

子
の
よ
う
な
体
験
者
が
こ
れ
か
ら
の
日
本
で
出
現
す
る
こ
と
を
望
む
こ
と
で
終

わ
る
。
（
注
三
八
）
同
年
の
彼
の
「
仕
か
け
と
目
あ
て
機
械
観
と
目
的
観
」
は
、

原
子
爆
弾
に
象
徴
さ
れ
る
西
洋
の
科
学
に
盲
信
す
る
機
械
観
で
は
な
く
、
人
間

生
活
の
理
想
を
高
揚
し
、
そ
の
目
指
す
所
を
求
め
る
目
的
観
を
論
考
す
る
。
（
三

九
）
本
稿
で
の
考
察
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
目
的
観
に
立
脚
し
た
人
物
が
彼
に

と
っ
て
、
日
蓮
と
太
子
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
彼
が
日
蓮
信
仰
と

太
子
信
仰
を
共
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。

終
戦
を
迎
え
た
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
、
姉
崎
は
昭
和
天
皇
の
玉
音
を
ラ

ジ
オ
で
聴
い
て
、
「
血
涙
の
思
し
て
拝
聴
す
、
事
こ
こ
に
至
り
て
は
何
を
か
い
は

ん
、
只
従
来
の
路
を
棄
て
、
現
実
の
下
に
新
建
設
に
精
進
せ
ん
の
み
」
（
注
四

O
）

と
い
う
感
情
を
吐
露
す
る
。
こ
の
感
情
は
、
彼
が
新
し
い
日
本
を
再
建
す
る
た

め
の
努
力
の
表
明
と
受
け
止
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
彼
は
、
第
一
次
世
界
大

戦
に
遭
遇
し
た
場
合
の
よ
う
に
、
人
本
主
義
と
民
本
主
義
に
基
づ
く
宗
教
思
想

を
抱
い
て
、
国
際
協
調
と
国
内
統
治
の
確
立
を
再
び
目
指
す
こ
と
を
放
棄
し
て

い
な
い
。
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
姉
崎
の
言
動
を
考
え
る
と
、
大
戦
後
の
彼
の

心
を
支
え
て
い
る
の
が
日
蓮
信
仰
と
太
子
信
仰
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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お
わ
り
に

幼
少
期
か
ら
、
姉
崎
正
治
は
何
よ
り
も
ま
ず
人
心
を
重
視
し
た
。
そ
の
一
因

は
、
京
都
の
生
家
の
家
族
が
信
仰
す
る
浄
土
真
宗
に
不
満
（
現
実
で
は
な
く
、



極
楽
往
生
に
自
を
向
け
る
こ
と
）
（
注
四
乙
で
あ
っ
た
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

実
家
の
宗
教
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
姉
崎
を
日
蓮
信
仰
へ
導
い
た
の
が
高
山
樗
牛
で

あ
っ
た
。
日
蓮
信
仰
を
通
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
姉
崎
が
抱
い
て
い
た
宗
教
思
想
の

枠
組
み
が
変
わ
る
。
日
蓮
こ
そ
が
、
人
心
の
模
範
者
で
あ
り
、
現
実
社
会
の
問
題

に
果
敢
に
立
ち
向
か
い
、
国
家
建
設
を
目
指
す
人
格
者
な
の
で
あ
る
。
姉
崎
に
と

っ
て
、
現
行
の
天
皇
制
国
家
が
人
心
と
社
会
を
統
括
す
る
勢
力
と
な
る
。

人
心
が
こ
の
新
た
な
る
枠
組
み
の
原
動
力
で
あ
る
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
末

期
、
戦
後
の
国
内
統
治
と
国
際
協
調
を
見
据
え
る
姉
崎
は
、
こ
の
原
動
力
を
推

し
進
め
て
、
人
間
の
人
心
と
社
会
関
係
を
重
視
す
る
人
本
主
義
と
、
人
間
の
社

会
生
活
の
道
徳
的
原
理
を
注
視
す
る
民
本
主
義
を
主
張
す
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の

主
義
が
、
姉
崎
の
宗
教
思
想
に
反
映
さ
れ
る
。
晩
年
の
彼
は
、
こ
の
よ
う
な
宗

教
思
想
を
堅
持
し
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
混
乱
し
た
日
本
社
会
の
再
建
を

目
指
そ
う
と
決
意
す
る
。
姉
崎
の
宗
教
思
想
の
一
面
は
、
彼
が
直
面
す
る
国
内

外
の
社
会
問
題
に
対
処
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
よ
う
。

注

姉
崎
正
治
『
宗
教
学
概
論
』
東
京
専
門
学
校
出
版
部
、

頁。

一
九

O
O年、

姉
崎
正
治
「
世
界
統
一
の
予
言
（
聖
祖
降
誕
会
に
於
て
）
」
『
大
崎
学
報
』

一
一
、
一
九

O
五
年
。
五
四
頁
。

幼
少
期
の
姉
崎
は
、
仏
画
師
で
あ
っ
た
父
親
の
姉
崎
正
盛
（
一
八
三
七
｜

か
つ
ら
の
み
や
す
み
こ

八
一
）
が
仁
孝
天
皇
の
第
三
皇
女
の
桂
宮
淑
子
内
親
王
（
一
八
二
九
｜

八
一
）
に
仕
え
て
い
た
こ
と
を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
育
っ
て
い
る
。
正
治

に
と
っ
て
の
天
皇
観
の
土
台
は
、
こ
の
時
期
に
培
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

石
関
敬
三
・
紅
野
敏
郎
編
『
大
西
祝
・
幾
子
書
簡
集
』
教
文
館
、
一
九
九

三
年
、
三

O
一
頁
、
お
よ
び
姉
崎
正
治
「
樗
牛
に
答
ふ
る
の
書
」
（
一
九

O
一
！
O
二
年
）
（
姉
崎
正
治
『
文
は
人
な
り
』
「
樗
牛
噸
風
往
復
集
」
博

文
館
、
一
九
二
二
年
［
初
出
一
九
七
四
年
］
、
三
九
六
頁
）
を
参
照
。
姉

崎
噺
風
は
姉
崎
正
浩
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
る
。

高
山
の
影
響
に
よ
る
姉
崎
の
日
蓮
信
仰
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
姉

崎
正
治
の
日
蓮
傾
倒
の
経
緯
l
彼
の
海
外
留
学
（
一
九

O
O
l
O二
一
）
を

手
が
か
り
と
し
て

i
」
『
言
語
文
化
学
会
論
集
』
四
六
、
二

O
一
六
年
を

参
照
。

姉
崎
正
治
「
現
時
青
年
の
苦
闘
に
つ
い
て
」
『
太
陽
』
九

i
九
、
一
九

O

三
年
、
八
四
頁
。

姉
崎
正
治
「
国
家
の
運
命
と
理
想
（
愛
国
者
と
予
言
者
）
」
『
時
代
思
潮
』

一E
・I
・
－
ム
ニ
、
一
九

O
四
年
、
二
九
頁
。

同
右
、
三

O
頁。

同
右
、
三
一
頁
。

一
O
こ
の
時
期
の
姉
崎
に
と
っ
て
国
家
が
天
皇
制
の
国
民
国
家
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
彼
の
『
南
北
朝
と
国
体
の
大
義
』
博
文
館
、
一
九
一
一
年
、

九
四

l
九
五
頁
を
参
照
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
姉
崎
正
治
と
第
一
次
世
界
大
戦
」
『
比
較

文
化
研
究
』
八
八
、
二

O
O九
年
に
記
述
さ
れ
た
内
容
を
参
照
し
て
い
る

点
を
お
断
り
し
た
。

四五
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/'¥ 七A 九一
二
姉
崎
正
治
「
国
際
の
誤
解
と
同
情
」
『
丁
酉
倫
理
会
講
演
集
』

一
四
六
、



一
九
一
四
年
、
六
五
l
六
六
、
七
三
l
七
六
頁
。

一
三
姉
崎
正
治
「
戦
後
の
精
神
的
覚
醒
」
『
人
文
』

五
頁
。

一
九
一
六
年
、

一
四
姉
崎
正
治
「
社
会
的
大
洪
水
」
『
人
文
』
一

l
一
O
、
一
九
一
六
年
、
三
、

七
頁
。

一
五
姉
崎
正
治
「
世
界
の
進
軍
と
国
際
的
理
想
」
『
丁
酉
倫
理
会
講
演
集
』

七
二
、
一
九
一
六
年
、
二
六

l
七
頁
。

一
六
姉
崎
正
治
「
十
二
時
の
打
つ
時
」
『
人
文
』
二
l
四、

頁。

一
九
一
七
年
、

一
七
姉
崎
正
治
「
世
界
の
新
局
面
に
対
す
る
覚
醒
」
『
雄
弁
』
八

i
一三、

九
一
七
年
、
六
頁
。

一
八
姉
崎
正
治
「
対
戦
第
四
の
年
」
『
人
文
』
二
l
l
八、

七
頁
。

一
九
一
七
年
、
三
｜

一
九
姉
崎
正
治
「
「
中
流
社
会
の
衰
類
」
『
人
文
』
二

i
一
O
、

二
六
頁
。

二
O
姉
崎
正
治
「
社
会
的
結
合
と
宗
教
の
感
化
」
『
人
文
』
二
l
六、

七
年
、
九
頁
。

一
二
予
言
者
日
蓮
に
つ
い
て
の
姉
崎
の
見
解
は
、
姉
崎
正
治
「
予
言
者
日
蓮
」

『
学
生
』
七

l
玉
、
一
九
一
八
年
、
一
五

l
二
四
頁
を
参
照
。

二
二
姉
崎
正
治
「
人
本
主
義
の
実
行
」
一
九
一
八
年
（
姉
崎
正
治
『
世
界
文
明

の
新
世
紀
』
博
文
社
、
一
九
一
九
年
、
一
一

O
頁。）

二
三
同
右
、
二
二
l

二
ニ
頁
。

二
四
姉
崎
正
治
「
世
界
の
新
局
面
に
対
す
る
宗
教
の
天
職
」
一
九
一
八
年
（
姉

崎
正
治
『
新
時
代
の
宗
教
』
博
文
社
、
一
九
二

O
年
〔
初
出
一
九
一
八
年
］
、

一
九
一
七
年
、

九

二
五
一
頁
。
）

一
O
六
l
O七
頁
。

｝＼ 

二
五
姉
崎
前
掲
「
人
本
主
義
の
実
行
」

二
六
同
右
、
一
四
四
頁
。

二
七
姉
崎
正
治
「
人
才
の
発
揚
と
民
本
主
義
」

界
文
明
の
新
世
紀
』
三
四
四
頁
。
）

二
八
姉
崎
正
治
「
十
九
世
紀
文
明
の
総
勘
定
」
一
九
一
八
年
（
姉
崎
前
掲
『
新

時
代
の
宗
教
』
六
三
頁
。
）

二
九
長
尾
宗
典
「
第
一
次
世
界
大
戦
の
姉
崎
正
治

i
雑
誌
『
人
文
』
誌
上
に
お

け
る
「
文
明
批
評
」
と
「
人
本
主
義
」
『
史
境
』
七
四
、
一
九
一
七
年
、

一
九
一
九
年
（
姉
崎
前
掲
『
世

一
四
頁
。

三
O
姉
崎
前
掲
コ
人
本
主
義
の
実
行
」
一
四
二
頁
。

一
一
二
姉
崎
前
掲
「
人
才
の
発
揚
と
民
本
主
義
」
三
四
五
頁
。

三
二
姉
崎
正
治
「
聖
徳
太
子
の
理
想
と
政
策
」
三
l

一
O
、

ー
三
九
頁
。

一
九
一
九
年
、
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三
三
姉
崎
正
治
「
聖
徳
太
子
の
天
王
寺
経
営
」
『
人
文
』
四
l
二、

年
、
三
l
六
頁
。

三
四
姉
崎
正
治
「
聖
徳
太
子
と
支
那
政
策
」
『
人
文
』
四
1

三
、
一
九
一
九
年
、

一一一
l
l
五
頁
。

一
九
一
九

三
五
姉
崎
正
治
『
人
生
の
三
方
面
』
日
本
青
年
館
、

七
頁
。

一
九
二
四
年
、
六
四
！
六

三
六
姉
崎
の
聖
徳
太
子
へ
の
心
酔
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
聖
徳
太
子
の
仏
教
思

想
に
つ
い
て
の
姉
崎
正
治
の
考
察
」
『
言
語
文
化
学
会
論
集
』
四
五
、
二

O
一
五
年
を
参
照
。

三
七
姉
崎
正
治
「
我
国
の
天
職
」
『
法
華
』
三
四

i
て

一
九
四
七
年
、
三
｜



六
頁
。

三
八
姉
崎
正
治
『
維
摩
経
体
験
者
聖
徳
太
子
』
平
楽
寺
書
店
、

一
O
七
頁
。

一
九
四
七
年
、

三
九
姉
崎
正
治
「
仕
か
け
と
目
あ
て

三
五

l
五
一
頁
。

四
O
姉
崎
正
治
「
崩
雲
行
」
『
信
人
』
一
ip
－
－
六
、
一
九
四
六
年
、
一
四
頁
。

姉
崎
正
治
「
邦
人
性
格
上
の
一
大
欠
点
」
『
六
合
雑
誌
』
一
一
七
、

八
号
、
二
二

l
二
九
頁
。

機
械
観
と
目
的
観
」
『
倫
理
』
五
四
一
、

四

A 
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